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1960年第40回那覇市議会会議録 臨時会






第四十回那覇市議会（臨時会）

一九六〇年十一月二十二日本会議

午前十時三十八分　開会

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します。本日をもって第四十回那覇市議会を開会致します。本日の出席三十二人、欠席八人でありまして議会は成立しております。只今から会議を開きます。

諸般の報告を申し上げます。先月の二十四日付議員久高友敏並びに仲宗根梶雄両君から立法院議員立候補のため辞職願出がありましたので市町村自治法第六十六条の規定に基きこれを許可すると共に市議会々議規則第六十三条の規定により事務手続きを完了致しましたので報告致します。

次に本月十九日付那総々発第六三九五号をもって市長職務代理者助役から議長宛議案送付について文書が参っておりますので念のため書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣繁君）

那総々発第六三九五号一九六〇年十一月十九日那覇市長職務代理者助役仲原英通、那覇市議会議長高良一　殿　議案の送付について

第四十回那覇市議会（臨時会）に提出する左記案件を別紙の通り送付致しますからよろしくお取計い下さい。

記

一、議案第六十二号　工事請負契約の締結について

二、議案第六十三号　工事請負契約の締結について

三、議案第六十四号　工事請負契約の締結について

四、議案第六十五号　工事請負契約の締結について

五、議案第六十六号　専決処分の報告並びに承認を求めることについて

○議長（高良一君）

只今朗読致させました通りであります議案は夫々各位の御手許に配布致しておきましたので後刻議題とし御審議願うことに致しますから御了承願います。

次に市町村自治法第六十一条の規定に基き本月九日付那議発第三一八号をもって議長から市長宛今期議会の付議事件に対する説明者の出席者要求を致しましたところ折り返し市長から出席者の職氏名通知が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣繁君）
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那覇総々発第六四〇三号

一九六〇年十一月二十一日

那覇市長職務代理者

助役仲原英通

那覇市議会議長　高良一殿

議案説明者の議会出席について（報告）

第四十回那覇市議会（臨時会）に提出する議案の説明者として左の者を出席させることに致しますからよろしくお願いします。



 
   	市長職務代理者
   	助役
   	仲原英通
 

 
  	
  	助役
  	義永栄善
 

 
  	
  	総務部長
  	崎浜国宏
 

 
  	
  	経済民生部長
  	阿波連本平
 

 
  	
  	建設部長
  	大城竜太郎
 

 
  	
  	総務課長
  	宮平勝哉
 

 
  	
  	庶務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	
  	民生課長
  	伊波広定
 

 
  	
  	建築課長
  	興世田兼正
 

 
  	
  	土木課長
  	安里一郎
 

 
  	
  	都市計画課長
  	知念英五郎
 

 
  	
  	企画室長
  	島袋信夫
 





　

○議長（高良一君）

只今朗読致させました通りであります。よろしく御願い致します。

次に本月九日並びに十日付で長崎市議会議員四名及び鹿児島県下九市の議長団一行が沖縄の経済視察のため来島するとの連絡がありその日程については後刻御諮りしたいと思いますので御諒承願います。

次に本月十四日付で小倉市議会議長より九州市議会議長会実行委員会を来年二月頃沖縄の那覇市で開催したい旨の連略がありなお五大都市議会も開催される予定でありますから御報告申し上げます。

本日の議事日程は印刷の上御手許に配布致しておきましたからそれにより報告に替えます。
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一九六〇年第四十回那覇市議会（臨時会）議事日程第一号

一九六〇年十一月二十二日（火）午前十時開議

第一　今期議会の会議録署名人選挙

第二　今期議会の会期を定めることについて

第三　工事請負契約の締結について　　　（市長提出議案第六十二号）

第四　工事請負契約の締結について　　　（〃　　　　　第六十三号）

第五　工事請負契約の締結について　　　（〃　　　　　第六十四号）

第六　工事請負契約の締結について　　　（〃　　　　　第六十五号）

第七　専決処分の報告並びに承認を求めること（〃　　　　　第六十六号）

について
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一九六〇年十一月二十二日（火）

一、本日の会議に付した事件

第一　今期議会の会議録署名人選挙

第二　今期議会の会期を定めることについて

第三　工事請負契約の締結について　（市長提出議案第六十二号）

第四　工事請負契約の締結について　（〃　　　　　第六十三号）

第五　工事請負契約の締結について　（〃　　　　　第六十四号）

第六　工事請負契約の締結について　（〃　　　　　第六十五号）

第七　専決処分の報告並びに承認を求めること（〃　　　　　　第六十六号）

について
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○議長（高良一君）

議事に入ります前に市長職務代理者助役から挨拶がございますので暫くの間御静聴を願います。

○助役（仲原英通君）

一言御挨拶申し上げます。

本日第四十回那覇市議会臨時議会を招集致しましたところ御多忙中にもかかわらず多数御出席して頂だきまして厚く御礼申し上げます。

今回提出されておりますところの議案五件につきましてはかねて議決になりました国場川埋立並びに市営住宅の建設並びに市長のホノルル出張の専決処分の旅費の専決処分についてでございますが国場川あるいは市営住宅の建設については開発公社並びに諸般の手続きが一切完了致しましてすでに入札も終りましてここに仮契約をなし議会の同意を得たいと思いまして提案してあります。

なお時期的に申しますとすでに着工の段階に入っておりますのでとりいそぎこの契約を締結したいと考えておりますのでどうぞよろしく御審議の程を御願い致します。

○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

日程第一今期議会の会議録署名人選挙についてを議題と致し議長から御諮り致します。

従来那覇市議会に於ける会議録署名人につきましては慣例として指名推薦の方法により議長の指名で一任することになっておりますが今期議会におきましても左様取計ろうことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め議長から指名致します。

二十四番議員糸数昌剛君、二十五番議員大山盛幸君

以上のお二人の方を指名致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二、今期議会の会期を定めることを議題とし御諮り致します。

案件も少ないようでございますので本日一日をもって終了したいと思いますがさように取計ることに御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め今期議会の会期は本日の一日間とすることに決定致します。

――― ○ ―――

議長（高良一君）

次日程第三と第四とは関連しておりますので一括上程し当局の説明を求めます。
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議案六十二号

工事請負契約の締結について

右の議案を提出する。

一九六〇年十一月二十二日

提出者　那覇市長職務代理者

助役　仲原英通

工事請負契約の締結について

安謝市営住宅新築工事につき次の通り請負契約を締結する。

一、契約の目的　安謝市営住宅新築工事（第一工区）

一、契約の方法　指名競争契約

一、工期　議決の日より六一年六月十五日迄

一、契約金額　一金五万五千七百弗也

一、契約の相手方　合資会社　沖縄実業

代表者　宮里盛助

支出費目

第七款　社会及労働施設費　第六項　住宅費

第二目　住宅建設費　第二十四節　工事請負費

（説明）

市条例「議会の議決又は住民の投票に付すべき財産・営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」第五条第一号の規定に基き本案を提出する。
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工事請負仮契約書


 
 
    	一、工事名  
    	あざ市営住宅新築工事（第一工区）
 







 
   	一、請負金額
   	五万五千七百弗也
 







 
  	一、工事期間
  	自一九六〇年　月　日　契約議決の日より六一年六月十五日
 

 
  	至一九六一年　月　日　迄
 





一、契約保証金　一金一千七百弗也

右工事の請負について発注者那覇市（以下甲と称する）と受注者合資会社沖縄実業代表者宮里盛助（以下乙と称する）との間に次の通り契約を締結した。

第一条　乙は設計書・設計図・現場説明要項及び別紙仕様書に違反することなく工事を実地し契約期間内に竣工しなければならない。

第二条　甲は乙が第一条に反すると認めたときは工事完成後と雖も乙にこれが引換改修をなさしめることがある。但しこの場合の費用は乙の負担とする。

第三条　乙は本工事について甲の指揮監督を受けるものとする。

第四条　乙は本工事遂行上適当なる技術者を甲の承認を得て出場せしめ現場に於ける一切の工事の監督をさせることとし、工事に使役する労務者の行為に関しては凡て乙がその責に任じ、甲が不適当と認める者については、その現場に於ける使役の禁止を命ずることができる。

第五条　乙は該工事の竣功後、甲の検査を受け完全と認められた時、これが受渡しをすること。

第六条　請負金額は工事全部の受渡しの上、支払うものとする。

但し、乙の請求ある場合完成部分の検査後査定額の十分の八を限度として、中二回の内渡しをなす事ができる。

２　既済部分に対する所有権は甲に移転するがその危険負担は目的物完成引渡しまでは乙に属すべきものとする。

第七条　甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出した見積書により契約金額を変更し見積書の提出がない場合甲乙協議の上、これをなすものとする。　但し甲は左の場合甲乙協議の上乙の負担に於いて乙に施工させることができる。

一、請負金額の千分の五以内の工事変更

二、図面設計書に明記しない工事で請負金額の千分の五以内の工事

第八条　甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出せる見積書に依り契約金額を変更するものとす。之に従い契約保証金も亦増減す。

第九条　乙は天災地変その他正当の理由なくして契約期間内に工事を竣功し得ざる時は竣功予定期日前三日迄に事由を具して延期願出許可を得べし。

甲が正当と認めざる時は延滞日数一日に付契約金額の千分の五を延滞料として甲に支払う。

第十条　乙が正当の事由なくして本契約の解除を請求した時、甲に於いて契約を解除し、且つ当初の契約金額の十分の一の金額を違約金として甲之を取得する。

第十一条　乙は契約と同時に契約保証金として請負金額の十分の一を甲に納付すべし。甲は之が保管の責に任じ工事全部受渡しの上請負金額の支払と同時に返還する金利は附せざるものとす。

第十二条　本仮契約書は後日議会の議決を得たとき有効とする。

２　前項の議会の議決を得たときは本仮契約書を以つて本契約とす。

右各条項双方承諾の上本契約書二通を作成し記名捺印の上、各々その一通を所持するものとす。

一九六〇年十一月十五日



 
  	甲
  	契約担当者
 

 
  	    那覇市長    兼 次 佐 一
 

 
 	乙
  	請負者
 

 
  	 那覇市崇元寺町一ノ一三五番地
 

 
  	  合資会社沖縄実業
 

 
  	    代表者      宮 里 盛 助
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工事入札一覧表
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議案第六十三号

工事請負契約の締結について

右の議案を提出する。

一九六〇年十一月二十二日

提出者　那覇市長職務代理者

助役　仲原英通

工事請負契約の締結について

安謝市営住宅新築工事につき次の通り請負契約を締結する。



 
  	一、契約の目的
  	安謝市営住宅新築工事（第二工区）
 

 
  	一、契約の方法
  	指名競争契約
 

 
  	一、工    期
  	議決の日より六一年六月十五日迄
 

 
  	一、契約金額
  	一金五万五千七百八十弗也
 

 
  	一、契約の相手方
  	大政組代表者　　大城　喜政
 






支出費目



 
  	第七款
  	社会及労働施設費
  	第  六  項
  	住  宅  費
 

 
  	第二目
  	住 宅 建  設  費
  	第二十四節
  	工事請負費
 





（説明）

市条例「議会の議決又は住民の投票に付すべき財産・営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」第五条第一号の規定に基き本案を提出する。
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工事請負仮契約書



 
  	一、工事名
  	安謝市営住宅新築工事（第二工区）
 

 
  	一、請負金額
  	五万五千七百八十弗也
 

 
  	一、工事期間
  	自一九六〇年　月　日　契約議決の日より六一年六
 

 
  	至一九六一年　月　日　月十五日迄
 

 
  	一、契約保証金
  	一金一千七百弗也
 





右工事の請負について発注者那覇市（以下甲と称す）と受注者大政組代表者大城喜政（以下乙と称する）との間に次の通り契約を締結した。

第一条　乙は設計書・設計図・現場説明要項及び別紙仕様書に違反することなく工事を実施し契約期間内に竣工しなければならない。

第二条　甲は乙が第一条に反すると認めたときは工事完成後と雖も乙にこれが引換改修をなさしめることがある。但しこの場合の費用は乙の負担とする。

第三条　乙は本工事について甲の指揮監督を受けるものとする。

第四条　乙は本工事遂行上適当なる技術者を甲の承認を得て出場せしめ現場に於ける一切の工事の監督をさせることとし、工事に使役する労務者の行為に関しては凡て乙がその責に任じ、甲が不適当と認める者については、その現場に於ける使役の禁止を命ずることができる。

第五条　乙は該工事の竣功後、甲の検査を受け完全と認められた時、これが受渡しをすること。

第六条　請負金額は工事全部の受渡しの上、支払うものとする。

但し、乙の請求ある場合完成部分の検査後査定額の十分の八を限度として中二回の内渡しをなす事ができる。

２　既済部分に対する所有権は甲に移転するがその危険負担は目的物完成引渡までは乙に属すべきものとする。

第七条　甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出した見積書により契約金額を変更し見積書の提出がない場合甲乙協議の上、これをなすものとする。但し甲は左の場合甲乙協議の上乙の負担に於いて乙に施行させることができる。
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一、請負金額の千分の五以内の工事変更

二、図面設計書に明記しない工事で請負金額の千分の五以内の工事

第八条　甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出せる見積書に依り契約金額を変更するものとす。之に従い契約保証金も亦増減す。

第九条　乙は天災地変その他正当の理由なくして契約期間内に工事を竣功し得ざるときは竣功予定期日前三日迄に事由を具して延期願出許可を得べし。

甲が正当と認めざる時は延滞日数一日に付契約金額の千分の五を延滞料として甲に支払う。

第十条　乙が正当の事由なくして本契約の解除を請求した時、甲に於て契約を解除し、且つ当初の契約金額の十分の一の金額を違約金として甲之を取得する。

第十一条　乙は契約と同時に契約保証金として請負金額の十分の一を甲に納付すべし。甲は之が保管の責に任じ工事全部受渡しの上請負金額の支払と同時に返還する金利は附せざるものとす。

第十二条　本仮契約書は後日議会の議決を得たとき有効とする。

２　前項の議会の議決を得たときは本仮契約書を以って本契約とす。

右各条項双方承諾の上本契約書二通を作成し記名捺印の上、各々その一通を所持するものとす。

一九六〇年十一月十五日



 
  	甲
  	契約担当者
 

 
  	那 覇 市 長    兼　次　佐　一
 

 
  	乙
  	請　負　者
 

 
  	那覇市字安謝六二六番地
 

 
  	大政組代表者   大  城  喜  政
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○建設部長（大城竜太郎君）

只今提案されました議案第六十二号及び六十三号を一括して提案理由を御説明申し上げます。

本案は先の議会におきまして議決になりました安謝地区における市営住宅を新築工事することにつきまして工事請負契約額が市条例中議会の議決又は住民の投票付すべき財産、営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例第五条第一号の規定に基づき議会の議決が必要でありますので提案した次第であります。それからよろしく御審議のほどお願いします。

それから御訂正を願いたいと思いますが工事請負契約書の中の第十一条でございますが「乙は契約と同時に契約保険金として請負金額の十分の一」とあるのを「百分の三以上」と御訂正願います。

○議長（高良一君）

ただいまの説明に対し質疑に入ります。

（「休憩願います」と呼ぶ者あり）

それでは暫く休憩致します。

午前十時四十九分　休憩

午前十時五十分　再開

○議長（高良一君）

再開いたします。只今休憩中に話合いました通り一応全議案の説明を聞いてから質疑、討論に入ることに致しまして次に移ります。

次日程第五と第六は関連しておりますので一括上程いたし、提案理由の説明を願います。
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議案第六十四号

工事請負契約の締結について

右の議案を提出する。

一九六〇年十一月二十二日

提出者　那覇市長職務代理者

助役　仲原英通

工事請負契約の締結について

国場川公有水面埋立工事（第二期）につき次の通り請負契約を締結する。



 
  	一、契約の目的
  	国場川公有水面埋立工事（三工区）
 

 
  	一、契約の方法
  	一般競争契約
 

 
  	一、工    期
  	議決の日より六一年六月三十日迄
 

 
  	一、契約金額
  	一金四万二千八百九十弗也
 

 
  	一、契約の相手方
  	長田組代表者　新垣松雄
 





支出費目

第四款土木費　第四項埋立事業費

第一目埋立工事費　第二十四節工事請負費

（説明）

市条例「議会の議決又は住民の投票に付すべき財産・営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」第五条第一号の規定に基き本案を提出する。
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工事請負仮契約書



  
  	一、工 事 名
  	国場川公有水面埋立工事（三工区）
 

 
  	一、請負金額
  	四万二千八百九十弗也
 

 
  	一、工事期間
  	自一九六〇年　月　　日　　契約議決の日より六一
 

 
  	至一九六一年六月三十日　　年六月三十日まで
 

 
  	一、契約保証金
  	一金四千二百八十九弗也
 





右工事の請負について発注者那覇市（以下甲と称する）と受注者長田組代表者新垣松雄（以下乙と称する）との間に次の通り契約を締結した。

第一条　乙は設計書・設計図・現場説明要項及び別紙仕様書に違反することなく工事を実施し契約期間内に竣工しなければならない。

第二条　甲は乙が第一条に反すると認めたときは工事完成後と雖も乙にこれが引換改修をなさしめることがある。但しこの場合の費用は乙の負担とする。

第三条　乙は本工事について甲の指揮監督を受けるものとする。

第四条　乙は本工事遂行上適当なる技術者を甲の承認を得て出場せしめ現場に於ける一切の工事の監督をさせることとし、工事に使役する労務者の行為に関しては凡て乙がその責に任じ、甲が不適当と認める者については、現場に於ける使役の禁止を命ずることができる。

第五条　乙は該工事の竣功後、甲の検査を受け完全と認められた時、これが受渡しをすること。

第六条　請負金額は工事全部の受渡しの上、支払うものとする。

但し、乙の請求ある場合完成部分の検査後査定額の十分の八を限度として中四回の内渡しをなす事ができる。

２　既済部分に対する所有権は甲に移転するがその危険負担は目的物完成引渡までは乙に属すべきものとする。

第七条　甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出した見積書により契約金額を変更し見積書の提出がない場合甲乙協議の上、これをなすものとする。但し甲は左の場合甲乙協議の上乙の負担に於いて乙に施行させることができる。

一、請負金額の千分の五以内の工事変更

二、図面設計書に明記しない工事で請負金額の千分の五以内の工事

第八条　甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出せる見積書に依り契約金額を変更するものとす。之に従い契約保証金も亦増減す。

第九条　乙は天災地変その他正当の理由なくして契約期間内に工事を竣功し得ざるときは竣功予定期日前三日迄に事由を具して延期願出許可を得べし。

甲が正当と認めざる時は延滞日数一日に付契約金額の千分の五を延滞料として甲に支払う。

第十条　乙が正当の事由なくして本契約の解除を請求した時、甲に於て契約を解除し、且つ当初の契約金額の十分の一の金額を違約金として甲之を取得する。

第十一条　乙は契約と同時に契約保証金として請負金額十分の一を甲に納付すべし。甲は之が保管の責に任じ工事全部受渡しの上請負金額の支払と同時に返還する金利は附せざるものとす。

第十二条　本仮契約書は後日議会の議決を得たとき有効とする。

２　前項の議会の議決を得たときは本仮契約書を以って本契約とす。

右各条項双方承諾の上本契約書二通を作成し記名捺印の上、各々その一通を所持するものとす。

一九六〇年十一月十八日



 
  	
  	
  	那覇市長職務代理者
  	仲原英通
 

 
  	甲
  	契約担当者
  	那覇市助役
 

 
  	
  	請負者
  	
  	
 

 
  	乙
  	那覇市字小禄八八〇ノ二番地
  	
 

 
  	
  	長田組代表者　新垣松雄
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議案第六十五号

工事請負契約の締結について

右の議案を提出する。

一九六〇年十一月二十二日

提出者　那覇市長職務代理者

助役　仲原英通

工事請負契約の締結について

国場川公有水面埋立工事（第二期）につき次の通り請負契約を締結する。



 
  	一、契約の目的
  	国場川公有水面埋立工事（四工区）
 

 
  	一、契約の方法
  	一般競争　契約
 

 
  	一、工　　期
  	議決の日より六一年六月三十日迄
 

 
  	一、契約金額
  	一金四万四千八百弗也
 

 
  	一、契約の相手方
  	合資会社丸善建設
 

 
  	代表者　　島　袋　善　政
 





支出費目



 
  	第四款
  	土　木　費
  	第　四　項
  	埋立事業費
 

 
  	第一目
  	埋立工事費
  	第二十四節
  	工事請負費
 





（説明）

市条例「議会の議決又は住民の投票に付すべき財産・営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」第五条第一号の規定に基き本案を提出する。
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工事請負仮契約書



 
  	一、工事名
  	国場川公有水面埋立工事（四工区）
 

 
  	一、債負金額
  	四万四千八百弗也
 

 
  	一、工事期間
  	自一九六〇年　月　　日　　契約議決の日より六一年六
 

 
  	至一九六一年六月三十日　　月三十日まで
 

 
  	一、契約保証金
  	一金四千四百八十弗也
 





右工事の請負について発注者那覇市（以下甲と称する）と受注者合資会社丸善建設代表者島袋善政（以下乙と称する）との間に次の通り契約を締結した。

第一条　乙は設計書・設計図・現場説明要項及び別紙仕様書に違反することなく工事を実施し契約期間内に竣工しなければならない。

第二条　甲は乙が第一条に反すると認めたときは工事完成後と雖も乙にこれが引換改修をなさしめることがある。但しこの場合の費用は乙の負担とする。

第三条　乙は本工事について甲の指揮監督を受けるものとする。

第四条　乙は本工事遂行上適当なる技術者を甲の承認を得て出場せしめ現場に於ける一切の工事の監督をさせることとし、工事に使役する労務者の行為に関しては凡て乙がこの責に任じ、甲が不適当と認める者については、その現場に於ける使役の禁止を命ずることができる。

第五条　乙は該工事の竣功後、甲の検査を受け完全と認められた時、これが受渡しをすること。

第六条　債負金額は工事全部の受渡しの上、支払うものとする。

但し、乙の請求ある場合完成部分の検査後査定額の十分の八を限度として中四回の内渡しをなす事ができる。

２ 既済部分に対する所有権は甲に移転するが危険負担は目的物完成引渡までは乙に属すべきものとする。

第七条 甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出した見積書により契約金額を変更し見積書の提出がない場合甲乙協議の上、これをなすものとする。但し甲は左の場合甲乙協議の上乙の負担に於いて乙に施工させることができる。

一、請負金額の千分の五以内の工事変更

二、図面設計書に明記しない工事で請負金額の千分の五以内の工事

第八条 甲の都合により本工事の設計変更をなす場合は甲は乙の提出せる見積書に依り契約金額を変更するものとす。之に従い契約保証金も亦増減す。

第九条 乙は天災地変その他正当の理由なくして契約期間内に工事を竣功し得ざるときは竣功予定期日前三日迄に事由を具して延期願出許可を得べし。

甲が正当と認めざる時は延滞日数一日に付契約金額の千分の五を延滞料として甲に支払う。

第十条 乙が正当の事由なくして本契約の解除を請求した時、甲に於て契約を解除し、且つ当初の契約金額の十分の一の金額を違約金として甲之を取得する。

第十一条 乙は契約と同時に契約保証金として請負金額の十分の一を甲に納付すべし。甲は之が保管の責に任じ工事全部受渡しの上請負金額の支払と同時に返還する金利は附せざるものとす。

第十二条 本仮契約書は後日議会の議決を得たとき有効とする。

２ 前項の議会の議決を得たときは本仮契約書を以って本契約とす。

右各条項双方承諾の上本契約書二通を作成し記名捺印の上、各々その一通を所持するものとす。

一九六〇年十一月十八日



 
  	
  	
  	那覇市長職務代理者
  	仲原英通
 

 
  	甲
  	契約担当者
  	那覇市助役
 

 
  	
  	請負者
  	
  	
 

 
  	
  	那覇市字小禄八八〇ノ二番地
  	
 

 
  	乙
  	合資会社丸善建設
  	
 

 
  	
  	代表者  　島袋善政
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○建設部長（大城竜太郎君）

ただいま、提案されました議案第六十四号、及び第六十五号を一括して、提案理由を御説明申し上げます。本案は国場川公有水面古波蔵地先埋立て工事を施工するに当りまして、工事の請負契約額が市条例中に議会の議決または、住民の投票に付すべき財産、営造物または、議会の議決に付すべき契約に関する条例第五条第一号の規定に基づきまして、議会の議決を必要としますので提案いたしました。よろしく御審議のほどお願いいたします。

（「これは十一条も訂正するんじゃないか」と呼ぶ者あり）

○建設部長（大城竜太郎君）

最初に出しました、請負契約は一般競争入札でありますので百分の一であるわけでございます。

二番目は、指名入札にしたので百分の三となっております。

○議長（高良一君）

次日程第七専決処分の報告並びに承認を求めることについて、市長提出議案第六十六号を議題として提案理由の説明を願います。
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議案第六十六号

専決処分の報告並びに承認を求めることについて

右の議案を提出する。

一九六〇年十一月二十二日

提出者　那覇市長職務代理者

助役仲原英通

専決処分の報告並びに承認を求めることについて

市町村自治法第百十四条第一項の規定により那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分したので、同条第二項の規定により、これを報告し承認を求める。

説　明

本市の姉妹都市であるホノルル市へ親善訪問のため、本市代表を派遣するにあたって改正前の那覇市職員の旅費支給条例では日本以外の外国旅行についての規定がなく、その旅費の支給については条例改正の必要があったのであるが、訪問日時が切迫し、又立法院議員総選挙等により議会を招集する暇がないと認め、専決処分により同条例を改正したので、本案を提出する。
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写

専決処分書

市町村自治法第百十四条第一項の規定により、姉妹都市ハワイ州ホノルル市へ親善訪問団を派遣するにあたり、その旅費の支給について議会を招集する暇がないと認めるので、次のとおり那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例を専決処分する。

一九六〇年十一月十二日

那覇市長兼次佐一

那覇市条例第十七号

那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例

那覇市職員の旅費支給条例（一九五五年那覇市条例第十四号）の一部を次のように改正する。

第二条中「電車賃」の次に「タクシー賃」を、「食卓料とし、」の次に「タクシー賃を除く外」をそれぞれ加え、別表備考中「日本旅行」とあるのを「日本及び外国旅行」に改める。

第六条の次に次の一条を加える。

第六条の二タクシー賃は市長・助役及び監査委員が、乙地以外に旅行した場合に支給するものとし、その額は定額一日一弗五十仙とする。

２前項のタクシー賃を支給したときは電車賃又はバス賃は支給しない。

附則

１この条例は公布の日から施行する。

２この条例施行の際現に旅行中の者に対しては、この条例を適用しない。
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○総務部長（崎浜国宏）

議案第六十六号の提案理由を御説明申し上げます。

本案は、市長村自治法第百十四条第一項の規定に基づいて、那覇市職員の旅費支給条例を専決処分により改正したので、同条第二項の規定によりまして、これを議会に報告し、承認を求めることについての議案でございます。条例改正の内容を大まかに申し上げますと改正前の那覇市職員の旅費支給条例では、日本以外の外国旅行についての規定がなく、従って、今回の、このホノルル市の親善訪問団を派遣するにあたって、旅費の支給が不可能でありましたので、外国旅行の一切を包含するよう改正いたしました。それから、市長や助役が外国旅行する場合は、電車、バス賃等は時間的むだを省く点からほとんど利用できませんのでタクシー賃を新らしく改めたわけであります。次に専決処分にいたるまでの、経緯を申し上げます。ホノルル市から、正式招聘が届きましたのが十一月十一日で、当日午後二時ごろ、民政府渉外室より十六日に出発することに確定したとの電話連絡があって結局、十六日の午前九時、市役所を出発しなければならなかったのでございます。すぐ議会召集の準備をいたしましても、告示の関係で十四日か、十五日にしか、決まらなかったのでありますが十四日は立法院選挙の開票場として議会、会議室を使用しておりまして、また他に適当な場所も見つからなかったのでございます。十五日は出発前日にあたりまして渡航準備のため、その、いとまがございませんでした。以上申し上げた通り議会召集のいとまがなかったので、専沢処分をしたのでございます。よろしく、御審議下さいまして、御承認のほどお願いいたします。

○議長（高良一君）

以上でもって当局よりの提案理由の説明は全部終了いたしました。

それでさきほど休憩中にお諮りいたしました通り午前は時間の関係でこれで休憩に入り、午後二時から本会議を再開して質疑に入ることにいたします。

（二十六番議員玉那覇有義君出席）

午前十時五十五分　休憩

午後二時二十三分　再開

○議長（高良一君）

開会いたします。

日程第三工事請負契約の締結について市長提出議案第六十二号を議題として質疑に入ります。

○石原昌進君

まず、第一点は工事請負費の内訳であります。これについて説明していただきたいと思います。それから第六十三号議案と関連いたしますが、第一工区というのは、どういう範囲であるのか、それの説明も、かねてお願いいたします。まずその点だけ御質問いたします。

○建設部庶務課長（比嘉政謙君）

議案第六十二号の工事区とそれからその内容を御説明いたします。安謝の市営住宅新築工事は、第一工区から、第三工区までになっております。十坪のところが四棟それから七坪半が二棟合計六棟からなっておりますが、これを十一月十日の指名競争入札に付しましたところ、第一工区は、沖縄実業が五万五千七百ドルで落札しております。

それから第二工区は、大政組が五万五千七百ドルで落札しております。第三工区は中地組が二万九千三百・・・・

（「三工区はないですよ」と呼ぶ者あり」）

第一工区と第二工区はそれぞれ、沖縄実業と大政組が、落札しております。

○石原昌進君、

第一工区、第二工区の工事の範囲内容ですがね、たとえば十坪の住宅を作るのが第一工区であるのか、そういったところのけじめ、それと各工区、第一工区についての工事内訳です。

○建築課長（与世田兼正君）

お答え申し上げます。本工事は十坪型が四棟でありまして七坪半の型が二棟になっております。で、その十坪型の二棟を第一工区としまして、次の二棟を第二工区、Ａ、Ｂ、Ｃ、というように、七坪半型をＣにわけてあります。第一工区は十坪型を二棟にわけてあります。第二工区が同じく十坪型を二棟にわけてあります。第三工区が七坪半型二棟

（「それがないんですよ」と呼ぶ者あり）

（「議案はないですよ」と呼ぶ者あり）

そういうようにわけまして今回議会に承認を願いましたのが、第一工区、第二工区であります。予算は、建設工事が一・二とも五万六千三十二ドル三十四セント以上であります。

○石原昌進君

ただいまの説明に対しまして、十坪の四棟とそのうち、二棟が第一工区、残りの二棟を第二工区七・五坪の二棟を、三工区とわけてあります。

それで、議案としては、六十二号、六十三号と出ております。

五万五千七百ドル、もう一つは、五万五千七百いくらですか、こういうふうにわけられておるのでありますがこれを、一括して出しますときは、特別議決ということになるわけでございますが二つにわけて単純議決というふうに出されていると考えております。それで第一工区、第二工区、同じような市営住宅をなぜわけたのか、その点につきまして、説明をお願いいたしたいと思います。

常識的に考えて十坪の四棟、それを一括して工事させた方がいいんじゃないかというように考えられます。

そういう意味から何故、一括にしないでわけたかという点と、また五万六千三十二ドル三十四セントの建築費という説明でありましたが、この建築費はもう少し明細にできないのか、以上の点について伺います。

○建築課長（与世田兼正君）

お答え申し上げます。

本市営住宅を建築する予定用地は、御承知の通り安謝の米軍住宅の北側でありまして、入口が一ヵ所しかないような状態であります。

かかる場所におきましては工事をもっともやりやすく能率的に見ましてもっともやりやすく、かつ又、工期も少ないので、そういった点を考慮しまして三十一区にわけまして、工事の請負をしたわけでございます。

十坪型の建築費の見積り内容を申し上げますと、一棟当り、二万八千十六ドル三十二セントとなっておりまして、坪当り建築費が、百三十九ドルという単価になっております。

○石原昌進君

この市営住宅については設計図も見ておりませんし、どういう形のうちができるかもわからない、だから工事内訳を見れば大体がわかるんじゃないかという意味で質問をしたわけですが、坪百三十九ドルとなると一切の施設を含めてできあがるのかどうか、ただうちがたっただけなのか、それとも一切の設備がされてこれだけかければ収容できるという工事費なのか、そういった点ではっきりしないとどうもわからい訳ですがね。

○建築課長（与世田兼正君）

お答えいたします。

具体的に申し上げますと鉄金コンクリートの三階建でございまして、十坪型は一階が六世帯、合計十八世帯なっております。

これが、二棟を合わせまして一工区となっておりまして、設備の内容は建築費外に、電気、水道、ガスそういった設備が完備されましていつでも引越ししましたら十分なる生活のいこいの場所ができるというふうに考えております。

工事金の内訳を申し上げますと、水道四千百五十一ドル八十セント、電気が千二百九十ドル八十セント、畳が三百二十四ドルであります。

さらに、先ほど申し上げました建築費を含めまして、本工事の一棟当りの総体の工事費となっております。

（「ガスはいくらですか」と呼ぶ者あり）

ガスが千九百五十六ドル四十セント、以上であります。

○石原昌進君

只今の説明で大体了解できたわけであります。

只今、説明で電気、水道さらにガス、これを含めた坪当りの単価が、結局、百三十九ドルということになると理解しておりますが、それでいいですか、

○建築課長（与世田兼正君）

全部合計しますと坪当り、百七十ドルになります。

○又吉久正君

只今の課長さんの説明で電気、水道、ガスなんかも工事も、付帯工事は一つになっておるような感がしますがこの付帯事業もこの議案に、五万五千七百ドル含んでおるのか、それとも電気、水道は切り離してやっておるのか、その点はっきりしていただきたい。

○建築課長（与世田兼正君）

お答えいたします。

只今の議案は建築工事のみであります。

（「そうでしょう」と呼ぶ者あり）

○又吉久正君

どうもそうするとあの予算額との差があるので、私、質問したわけでありますが、電気、水道は別個でございますね、そうすると四千百五十一ドル八十セントというものは一棟に対するものですね、　水道工事費という別個のものですね、もちろん私の考えは、工事は、工事の入札、それから電気、水道、ガスというのは別にまたさらに入札をするわけでございましょう、これとは別個に切り離してやることであるわけですね。

（「そうです」と呼ぶ者あり）

○石原昌進君

そうすると家は建ってしまったその後で水道工事、電気工事、ガス工事をやるわけですか、これは非常に面倒だと思いますよ、　私の家も電気だけは入れたが作ってしまった後から水道を入れようとすると、あっちこっちこわしてやらなければいけない、そうなると経費もたくさんかかるし、でき得れば一緒にやるべきと思う、付帯工事というか　一緒にやるべきだと思います。

○建築課長（与世田兼正君）

入札の方法が別個になっておりますが実際工事面では一緒にしまして工期までに完工したいと思っております。

つまり建築工事は建築工事のみ入札をいたしまして、電気、水道は別、ガスも別であります。

○又吉久正君

それじゃ追って電気、水道もやるわけですね。

（「そうです」と呼ぶ者あり）

○助役（義永栄善君）

補足がございますので御説明申し上げます。

今、上程してある議案は二点、条例上のワク内におけるところの契約書の議決の項目として二点あげてありますが、契約の相手が両者とも違いますので契約の議案として二点提案したわけでございます。

それから一括計上してやるべきではないかということでございますが、こう申し上げますとどうかと思いますが、私の考え方としましては現在の議会の構成において市営住宅を作るという意味合いがら現議会の任期中において完結していきたいという考えをもっております。

そういう意味から早急に分業的に措置をとることによって仕事が早めにできるという観点に立ってやっております。

それで三工区にわけてやっております。

それから工事に関しましては建築工事と水道工事と電気工事とガス工事、畳を入れるというような、五段階に分けて入札を行ないたいと考えております。

と申しますのは建築工事を落札するところの借置に対しましては琉球政府の指名しておるところのＡ級の請負業者、Ｂ級の請負業者、こういうふうな責任のもてる方々にやって貰うという意味から今回、指名競争入札をして貰ったわけでございます。

それから落札の結果によるわけでございますが、水道はどこまでも那覇市の水道課として指定してあるところの指定店にもっていって入札の巾を拡げていこうと電気も沖縄配電の指定を受けた、電気工事の方にやってもらうガスは沖縄には一つしかございませんので別にやる、畳の場合は那覇市の畳業者、全般に対しまして一応業者と話し合って、そして入札措置をとっていこうという意味で全般的にワクを拡げて入札の借置をとったわけでございます。

○石原昌進君

それでは一点だけ聞いておきますが、電気、水道、ガスこの付帯工事は改めて入札をするということになるわけですが、この予算は当初の予算の中に含まれているのかどうか、又、新たに議会に予算計上要求するのか、この点であります。

○建築課長（与世田兼正君）

現計予算に含めてあります。

――― ○ ―――

○瀬名波栄君。

これは何ですか二回にわけて第一工区と第二工区と別々にやったわけですが

（「そうです」と呼ぶ者あり）

そこで少し面白いものができるわけですが第一工区の入札者、第二工区の入札者、これをちょっと比較してみたわけですが、第一工区の方が指名はまず一番目が宮里さん、二番目大城さん、三番目前田さん、四番目が仲田さん、五番目が玉城さんという順序ですね。第二工区の入札の順序をみましても第一工区の落札者と宮里さんを除いてあとは大体同じ順序で入札額これも大体同じ額で入札しています。第一工区の落札額が五万五千七百ドル、これは第二工区では入札しておりませんのでこの方については第一工区で、二番目に最低の額を出した、五万五千七百八十ドルという額をだした大城さん、これが第二工区では同じ五万五千七百八十ドルの入札額で一番安く落札していますが二番、三番、四番も大体第一工区に入札した価格をそのままやっておるわけです。

そうすると、第一工区を落札した宮里さんと第二工区を落札した大城さんそれが同じ規格なんですね、条件も同じだと思います。

そういう中に同じ規格の十坪、型二棟を片一方は五万五千七百ドルで片一方は同じものを五万五千七百八十ドルと八十ドルも多く落札しておるわけですね。これを第一工区を請けた宮里さんこれに全部させるということになるとこの八十ドルの額は僅かであるかもしれませんがね、八十ドルはもうかるということになるのですがそういったのがなぜ別々にやらなければならなかったか、また次のやつが同じように出しておるのに前と同じようになっておるのかその点について一つお伺いいたします。

○助役（義永栄善君）

お答えします。先も申し上げましたが市長の方針として年度内に完結していくと二つの入札と同一人にした場合それだけもてる人員と資材の面から年度内にできないという意味からの方針として一つの入札に落札したものは次の入札には参加してもらわないという方針をとったわけでありますが私たちも競争入札をした場合にそういうことも出てくるということを市長とも話し合ったわけですがどこまでも年度内に完結するんだという方針でやりまして第一回目の入札には宮里さんが八十ドルの差が出ておるわけですがその人は第二回目の入札には参加してもらはないというふうな約束のもとにやったのでこういうふうな状態になったわけです。一人に一工事という原則のもとに年度内に完結するというふうな根本方針のもとにこういうふうな措置をとったわけでございます。

○瀬名波栄君。

それはわかるわけですがね、しかし四棟を一工事者が落札してもそれだけ遅くなるというふうには考えられないわけですがね、それだけ人員としてはほかにたくさんおるわけですから用意すればできるわけです。そういう意味ではないと思います。それは一応いいとして非常に談合くさいですね。これを比較して見た場合に金額も全部同じという状態でどうも談合くさい形式がみえるわけです。それで最初に一工区の入札が五万五千七百ドルで落札されております。二番目に入札した場合も同じこの線に持ってきた。もとの線をみんな入札しておるわけですがそういうふうなどうも談合くさいような入札をしているような感じがしますがそのへんはどうですか。

○助役（義永栄善君）

談合というのは絶対にないと思っております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○高良清二君。

大城部長にお尋ねいたします。午前の提案理由の説明に第六十二号議案の方で工事請負仮契約書の十一条の百分の三以上ということに訂正をなさいましたですが六十二号議案の方では仮契約書の第十一条を請負金額に十分の一を今、百分の三以上に訂正します。

ということになって六十三号議案もどなたか議員の方からこれもおんなじじゃないかというようなことがありましたが同一の性格の請負契約であるがこの違う理由を一つ説明願いたいと思います。ただ違っておるような感じがしますが聞き違いであるかどうかその点を一つ話していただきたいと思います。

○建設部長（大城竜太郎君）

訂正をさせていただきます。六十二号も六十三号も百分の三以上になおしていただきます。

○高良清二君。

指名競争入札があるために六十二号議案は百分の三以上であるが六十三号議案は一般競争入札のためにそのままであるというような説明をなさっておったのであります。

それはどうなっておりますか。

◯建設部長（大城竜太郎君）

あれは土木の埋め立ての方ですから六十二号、六十三号は工事請負仮契約書、第十条中の百分の一を百分の三、以上に訂正願いますと申し上げたわけでございます。次の議案で競争入札だからということを申し上げたわけでございます。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

それでは質疑を打ち切りまして討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

討論もないようですから討論を省略して採決に入ります。

◯議長（高良一君）

日程第三、工事請負契約の締結について市長提出議案第六十二号についてはこれを原案通り承認することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

多数御賛成のようですから日程第三につきましては原案通り承認することに決します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

では次、日程第四工事請負契約の締結について市長提出議案第六十三号につきましても原案通り承認して御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

多数賛成のようですから日程第四につきましても原案通り承認することに決します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次、日程第五、工事請負契約の締結について市長提出議案第六十四号。次日程第六工事請負契約の締結について市長提出議案第六十五号はいずれも関連しておりますので一括上程して質疑に入ります。

○石原昌進君

本議案が議決になりますと議決の日から効力を発するというようになっているのであります。前の議会で埋立工事を今後やる場合には、いわゆる国場川の北側、水路の障害物、これを撤去して欲しい、さらに浚渫その他一切の治水対策を、優先して、治水対策がなされて初めてこの埋立工事に手をつけてもらいたいという意見を出したわけでありますが、そときに当局としても、そのように取り計らうという、明快な答弁を得ておりますが、その点について、その後の経過を報告していただきたいと思います。

兼次市長も私の主張に対して答えておりましたが、七月から軍が手をつけて十月ごろまでには北側水路の障害物の撤去、こういったのが、できるんじゃないかと、これは米琉親善委員会の話し合で決ったとか、ということを聞いております。そういったことについて、経過を御報告願いたいと思います。

○土木課長（安里一郎君）

その後の経過につきましては、民政府及びＤ・Ｅとも話し合いをしまして、近い中に着工する運びになっております。

○石原昌進君

近い中ということはどういうことですか、前には具体的だったんですよ。六月の議会に本員が質問した場合は七月から手をつけて十月ごろまでには、完成するだろうということを市長も、また助役も、答弁しております。あのときは治水問題については相当市民から要求があった、そのときに、質問したわけです。

ところが、あれ以来どういうようになされておるかという質問に対して、近い中ということになると、どういうことになるのかね。

○土木課長（安里一郎君）

そのことにつきましては、私としましては、まだ具体的に何日というふうなことは聞いておりませんが、年内には着工するという話でありました。

○宮里敏慶君

仮契約書の第六条「但し乙の請求ある場合完成部分の検査後査定額の十分の八を限度として中、四回の内渡しをなす事ができる」となっております。六二号、六十三号議案は「中二回の内渡し」となっております。六十四号、六十五号については「中四回の内渡し」ができるとなっており、二回四回と差がありますが、その理由をはっきりしていただきたい。

○建設部庶務課長（比嘉政謙君）

お答えいたします。この件に関しましては、工事金の支払い方法でございまして、議案第六十四号に関する、支払い方法は、五回払いというふうに決裁をうけております。

○宮里敏慶君

第六十四号に対しては、四回払いとなっておりますが今の説明では、五回となっておりますが、どっちが本当なんですか。

○建設部庶務課長（比嘉政謙君）

この契約書の中には、中四回というふうになっておりますが合計五回払いということになっております。

○宮里敏慶君

六十二号は、三回払いというわけですか、「中二回」というのはどうなんですか、一方は三回、一方は五回払いになっておりますが、どういう意味で、こうなっておるかということをお尋ねします。

○建設部庶務課長（比嘉政謙君）

これは工事金の差異によったのであります。

○新垣松助君

この埋立て工事に対する件でございますが、まあ、島袋善政氏、こういう二通りになっております。四万二千八百九十ドルの新垣松雄氏の工事坪数が何ぼか、または坪、何ぼぐらいで落札しておるか、または島袋善政氏の工事埋立て総坪数が約何万坪か。

一坪当り、約何ドルの埋立費であるか、この入札の経費と坪数を明瞭に示してもらいたい、それから、これは前の議会にもありましたが、今度はっきりとこれに対する埋め立て後の使用、たとえばどういうふうな使用地域に、市当局は、される積りであるか、たとえば貸すのであるか、これは売るのであるか、または工場敷地にするのであるか、または住宅敷地にするのであるか、これだけ明瞭に示していただきたい。以上。

○土木課長（安里一郎君）

工事の坪数を申し上げたいと思います。

第一工区が、五千四百四十坪四合六勺

第二工区が、六千三百二十二坪五合

第三工区は、六千百五坪六合五勺

第四工区が、五千九百四十四坪五合三勺

（「第一工区の坪当り埋立費用はいくらか」と呼ぶものあり）

今その資料をもっておりませんから、これは契約金をこの坪数で割ればいいわけです。

（「第三工区第四工区しかないですよ」と呼ぶものあり）

議案は第一工区、第二工区は出しておりませんです。

これは契約額の都合によるもので金額が少ないわけでございます。

○総務部長（崎浜国宏君）

先に埋め立て後の使用についてという御質問であったようですが埋立て後におきましては、第二次埋立地におきましては、住宅地域になっておりますので住宅地域として売却処分をしたいと考えております。

○上原文吉君

さっきの石原議員の質問に関連しますが、この埋立工事は、予算前の議会で議決した場合には浸水地帯が、軍の援助によって砂防ダムとか、あるいは北岸の岩石をなくするというふうになっておったんですが、ただいまの土木課長の答弁では、いつになるかわからないわけですが、この点は相当助役が七月ごろから、軍の援助を得て、できるというあれで、自信をもってやるということになって議決になったのでございますが、今助役の答弁がないわけですが、もう少し、はっきりした助役の答弁を願います。

○助役（義永栄善君）

米琉親善委員会においての処置からブース弁務官への進言となっております。そのときに七月から着工して、十月ごろまでに、完成する予定であるということをその当時の委員会において、確約したわけであります。

その後ＤＥとうちの技術職員が現場立会をし測量一切をしまして、エンジニヤの方ですべて設計を終っておるわけでありますが、民政府の方の予算措置がまだ、そこまで決定していないので、それまでちょっと待ってくれということになっておるわけであります。経過はそういうふうになっております。

○上原文吉君

アメリカの予算といったものは、三年ほど前から計画しないと実現しないと言われておるが、すでに七月ごろ助役の答弁によれば、米琉親善委員会と地区兵隊の援助によってできるといっておったんですが。その場合にそういった裏付けがあって、前の議会では答弁されたのですか、議案を通すために、やったのか、どうも、そういった何が濃いわけです。

つまり、埋立工事をやる場合に、当然考えられることは、浸水が考えられるわけですが、これを並行してやった場合に、前に当局の出した議案には、これと、並行してやれるから、浸水のおそれはないといった説明があったわけですが、さらに宮里議員からも、そういった話があった。ところが今の御答弁ではいつになるかわからぬということになっておるが、これはどういうようになっておるか。御答弁を願いたい。

○助役（義永栄善君）

今回の措置からいきますと、今の議員がおっしゃったように便法主義であったといわれても返えす言葉がありませんが。権威ある親善委員会において、そういうことが発表されて、私もそのときは十分、親善委員会の話を聞いており、議員の方々も知っておられたわけですが、はっきりとこういうことをおっしゃったわけです。それはある程度信頼しておったわけですが。何といわれましても予算の裏付がなければ、いけませんが弁務官の方からの指導により措置を講ずるのが、最終的だといった結論になっておりますが、この問題に対しましては架空に終るのではなくして、当然できるんじゃないかと思っております。必ず、この問題に関しましては、軍の方でも関心をもっておりますので、治水はできるんじゃないかと思っております。当時そのことを申し上げて、今回の埋立の予算の議決を求めるまでに、処理することができなかったことはお詫び申し上げます。

○黒潮隆君

先ほど、石原議員の質問に答えて土木課長は、年度内ではできますという答弁をしております。

年度内というのは、予算年度内であるのか、これは暦の上での年度内であるのか、はっきりしていただきたいと思います。ただいまの助役さんの答弁では、予算措置がまだできていないという御答弁をなされておりますが、この予算措置が年度内にできるわけか、これを、はっきり御答弁願いたいと思います。

○助役（義永栄善君）

年度内と申し上げますのは、六月三十日までということを、土木課長は申し上げておるわけでございますが、この面に関しましては、昨日もこの問題に関しましては話し合っておりますが、経済開発部の方も十分努力して、完結方を両面からやっていこうじゃないかということで、六月三十日までには十分やっていきたいと考えております。

○宮里敏慶君

国場川の公有水面埋立は後二万坪ぐらい、私、残っておると思いますが、六十四号、六十五号議案の埋立の坪数を合計すると、一万一千七百六十七坪となっております。私、足りないように思っておりますがあの公有水面埋立は全部で一万一千坪余りが、今度の工事になっておるようですが、それだけしかないのかどうか、お答えいただきたい。

○助役（義永栄善君）

議案として上程してあるのは、条例の中味におけるところの議会の議決の権限のワクを上程してあるわけでございます、細分に申し上げますと重複するわけでございますが、第一工区が、五千四百余坪第二工区、六千三百余坪第三工区六千百余坪、第四工区五千九百余坪、全部で二万三千八百余坪になるわけであります。

○議長（高良一君）

次質疑はございませんか

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑ないようですから、討論に入ります。

○瀬名波栄君

この国場川埋立については、先の議会で本員は反対をしたわけです。反対の理由を要約いたしますと、あの地域が風致地域であるということ、特に戦災をうけた那覇市においては陸の緑海の緑が非常に少なくなっておる、そういう意味でますます沖縄県民の環境というものが、非常にガサツになっておる。従って、そういう自然の、緑や青というものは、われわれの心理状態、精神に及ぼす影響は非常に大きいということから、あの自然の漫湖あるいは波の上地域こういうふうな地域は、保存すべきではないか、特に、また那覇市の都市計画に対して、日本全土の権威者の方々も、そういうことを主張しておられるということから見ましても、また、将来、あの地域を完全なる風致ある公園地域として市民のいこいの場、散策の場としていくためにもああいう地域は、絶対に埋めるべきではない、埋めるべきであれば、もっとほかに、土地を求めるべきという主張を、これはもちろん、多数決で、葬られたわけではありますが、そういった風致を害しさらにまた、今の質疑にもありましたように、捨石も、まだ、撤去されていない、年々歳々国場川の下流は土砂が、沈滞して、浅くなっている、そういうふうな状態で、捨石を撤去し、浚渫をしなければならぬ、また、この間の大水のように、氾濫が起こると、これは、事故浸水であろうが、何であろうが、そういった、排水の悪いところから、浸水も生まれてくるわけで、それは十分、市民の心を安心させるような、措置がされなくちゃならないと考えます。ところが、この議案によりますと、議決の日から、本会計年度に完成するというようなことで、さっそく、完成しなければならないということになっておりますが、しかし、前の工事を見ましても、相当、その間におきまして、特に三年前でしたか、あの、風水害のときも、これは十二月、その前の風水害の多い時期であるわけであります。そういう時期に、埋立があるわけでありますので、危険を伴うと思いますので、検討して、あの捨石の撤去、浚渫、そういった態勢ができてから着工すべきではないかというふうに考えております。それで、十二月の議会も間近でありますし、継続審議にしておいてそういう撤去、その他の治水に対して完全に市民が納得するというような状態になってから着工してもいいじゃないかというふうに考えております。今までまだ、埋立工事も十分にはなされていないと思いますから、そんなに急ぐ必要はないじゃないかと思っております。そういった意味で、私は継続審議にしてもらいたい、十二月の定例会で処理していただきたいというふうに考えておりますので、そのようにやっていただきますよう、お願いいたします。

○新垣松助君

瀬名波議員のいわれるように継続審議にもっていった場合にはこの工事入札者の事業の関係もあるしまた、那覇市はすでにこの埋立資金を得るために開発公社とも相談は成り立っておるのに早目にこれを埋立て、もちろん、軍用地に土地を取られた人たちがすぐまた代替地を買う国側の住宅地を得ようとする人たちのはいれるような、態勢を整えるという意味から市当局では早目に埋め立てるということでありますから、これを、継続審議にもっていったりなんかして、十二月の議会も後一カ月で、あります。この日数を要したし場合に、請負事業者に対しての事業の計画かれこれのことにも、差し支えるのであります。

早目に、これを議決して、もらうように要望して、賛成いたします。

◯瀬名波栄君

何も、今三十九番議員がおっしゃるように、業者も、早くやった方がいいんだというふうな話でございます。これは一月くらいでたいしたことはない、十二月の末から掛っても来年六月までには十分できるわけです。ところが向うの捨石の撤去や浚渫のめどがついていない、はっきりいえない、そうであるならばこれは十分検討しなくちゃあならぬと思っております。またもう一つは軍用地で土地を取られて困っておる人たちのことを申されておりますが、これは非常に重要な問題で、軍用地に取られたために市民に対してしわよせがきたわけでございます。軍用地に取られなければこういうところを埋立てんでも十分土地はあるわけであります。ところがアメリカが土地を取ったためにそのしわよせとして、これはそういう風致地区までも埋立てなくちゃあならないというようなところまで、追いつめられてしわよせがきておる、そういったことであるならばこれは当然アメリカさんがこれに対する補償というものをもっと考えて埋立もこれは全額市が金を借りてやって、それでもってそこに自分で埋立てをやりさえすればよいのであります。ところが追い払らわれてくる人たちはそこを自分で買わなくちゃあならない、そういう自分の懐を痛めて買わなくちゃあならないというような不合理な状態が出ております。

そういったような軍用地の取り上げというものがなければそういうことはない、アメリカさんが補償という立場から見てももっと大きな補償をやるとか低利にするとかというところまでやるべきだと思う、それがほんとうの民主々義じゃあないかと思う、しわよせは全部沖縄県民に押しつけておいて埋立をするというふうなことじゃ、我々はいつまでたってもアメリカさんの尻りぬぐいをしなければならぬということになるわけでございます。従って一カ月やそこら待ってやったところでいいわけです。はっきり片がつくまで撤去するならするでそれまで待っていいと思います。

◯久場景善君

瀬名波議員のお説もごもっともだと思います。しかし観光も人工を加えてもっとりっぱにすれば、もっと観光客はやってくると思います。

そういう点については当局も種々お考えだと思います。瀬名波議員が御心配されるまでもないと思います。さらに埋立問題は真和志が合併する前の懸案でありまして、ぜひともこれは一日も早くこういう事業を完成して、そうしてあの周辺の人に住居を与え、あの方面の発展を期し、さらに市の収入をあげるという観点から見ましても、ぜひとも一日も早くだと思います。そういう意味からしますと瀬名波さんが云われるような問題で一、二カ月延ばせばなんでもないとおっしゃるかも知れませんが、一カ月延ばせば一年の損があるかも知れません。先ほど新垣議員が云われたようにこの損害は市民にくる、いわゆる工事請負した市民にもきますが、時期によってはもっと大きく全市民に影響が、損害がくるんじゃあないかと思います。

そういう意味合いからいたしましても、一日も早く本案を通しまして完成してもらうように私は希望するものであり、本案に賛成するものであります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

それでは討論を打ち切って採決に入ります。日程第五、工事請負契約の締結について、市長提出議案第六十四号に御賛成の方挙手をお願いいたします。

◯議長（高良一君）

絶対多数でございますので、日程第五、工事請負契約の締結について、市長提出議案第六十四号につきましては原案通りこれを可決することに決します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第六、工事請負契約の締結について、市長提出議案第六十五号につきまして採決に入ります。原案に賛成の方挙手願います。

◯議長（高良一君）

多数でございます。よって日程第六、工事請負契約の締結について市長提出議案第六十五号につきましても、これを原案通り可決することに決します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

日程第七、専決処分の報告並びに承認を求めることについて、市長提出議案第六十六号を議題として質疑に入ります。

◯黒潮隆君

先ほどの議案説明の中に立法院選挙の開票で会議室があかないために議会を招集しないで専決処分したということになっております。那覇市議会議員は立法院選挙よりも、やはり議会で議決すべき事項を決議することが優先すべきだと考えます。なぜ市長は九月の議会で軍用機など折衝して、この予算範囲内で経費を賄えるんだったらそのままゆけるが、それができなかったら一日議会でも招集して、専決処分でなしに議会で審議して議決してもらうという答弁をしておきながら、なぜ専決処分したか、これをはっきりしてもらいたい。第二はホノルル訪問の経費を明細にしていただきたい、これは旅費交際費お土産品ですがね、それから三番目にこの予算はどこから出されておるかということにつきまして御答弁願いたいと思います。

○総務部長（崎浜国宏君）

議会の招集はできたんじゃあないかということでありますが、これについてお答え申しあげます。実はホノルル行につきましては、最初に民政府からの連絡では十六日に決まったからということであったのでありますが、その後さらに十三日になったとのこともあったのであります。またその後に二十七日に確定したというようにまた通知があったわけです。そういうようなことで二転三転したのでありますが、結局は十六日に確定したということが、さらに民政府の渉外室から電話があったのであります。その電話があったのが十一月十一日の午後二時であります。それでたまたまホノルル市から招聘状がきたのも十一月十一日であります。いわゆる確定的な招聘状であります。そういった点からいたしまして実際に十一日から行く日までを計算した場合においては議会を招集するいとまがなかったわけです。理由は十一日の午後二時に着いたのでありますが結局、いろいろ招集するにしてもその諸準備があるわけです。それで十三日はもちろん日曜で、まあ立法院の選挙の投票日になっており、十四日は立法院選挙の開票日でございます。つまり那覇市の会議室で開票事務があったというような客観情勢であります。そういうようなわけで十四もできなかったわけです。それで十五日もいよいよあしたの午前九時には那覇市役所を出発しなければならないということになりますと、外国へ旅行するのでありますから市長として渡航準備をしなければならないというわけで、いろいろ準備のためできなかったわけでございまして故意にできなかったようにつくろったわけではないのであります。二十七日にもしこれが通知があった通りになったならば、やはりこういった契約関係のものと、一緒に臨時議会も招集できたのでありますがそういったところのせっぱ詰った、日程を言ってきたので、これは止むを得ず専決処分をやったので御了承をお願いいたします。

○総務課長（宮平勝哉君）

第二点のホノルル訪問の全部の経費はいくらになるか、ということについて、お答えいたします。

旅費は軍用機を利用していっておりますので、旅費としては、日当だけです。宿泊料その他を専決処分いたしました。あの条例に基づくところの十六日分を計上して市長と議員が百七十九ドル二十三セントの二人分、それから随行が百六十三ドル二十三セント合計で五百二十一ドル六十九セント市長と、随行の二人分は、役所費から、出しており議員の旅費については、一款議会費から出ております。それで全部出したわけではなくて、概算払として実は四百九十五ドルを出しておる格好になっております。次は交際費として向こうでのいわゆる儀礼的な費用に充てるために、五百ドル、これは、役所費から全部出ております。

さらにお土産品これが四百五十三ドル五十セント分、これは役所費の交際費のほうから出ております。

以上、総計で千四百七十五ドル十九セント、実際の総経費になっております。以上。

○宮里敏慶君

開会前に動議を出すべきではありますが、今感じまして、突然動議を提案いたします。

市長及び宮城議員が今ハワイホノルル市に親善訪問しておりますが四十回議会の名において激励電報を打ったらどうかと思っておりますが、みなさんに、お諮りいたしたいと思います。「米琉親善を図り、姉妹都市の成果に努力されたし」という電報でございます。

（「必要はないよ」「賛成」「いいことだ」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ただいまの動議は成立しております。

よって議長からお諮りいたします。

ただいまの、二十番議員の動議に賛成の方、挙手を願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数であります。よって動議の通り現在ハワイに滞在中の市長及び宮城議員に対し激励の電報を発することに決定いたします。

◯宮里敏慶君

電文は、「米琉親善を図り姉妹都市の成果に努力せられたし、那覇市議会」

◯瀬名波栄君

激励電報は打っても何しにいったのか、理由がわからない渡航の理由について一つ説明願いたいと思います。

そのことが一つ、それから、宮城議員は、いかなる資格で渡航したか、これが一つ、それから宮城議員の渡航については、議決されていない、それにもかかわらず議会費から旅費が出るという理由、この三項を御答弁願いたい。

◯助役（仲原英通君）

お答えいたします。兼次市長がホノルルに行きましたのは結局、去年の三月議会で、万場一致で議決になりました、姉妹都市の親善使節としてまあいったわけでありますが、その目的の主たるのは、まあ姉妹都市の親善のあいさつでありますし、次は、事業関係であります。第一に、福祉関係の事業視察をしたい。その次は観光関係を十分視察をしてきたい、そのほかに財政面それから文化についてお互いが交流できる範囲でできるだけ密にして、今後の方針をたてたいといったのが、主体になっております。

宮城議員の渡航につきましてはホノルル市長から直接、指名されてきて、おります。つまり提案者であるいわゆる、親善の議決をもらった提案者であるという意味においてのようであります。それから宮城議員の旅費についてでありますが、まあ議員という立場から、議会費から出すのがほんとうであろう。もう一つは、これが条例の範囲を出て、条例以上にこれを支給してあるならば、あるいは、まあ、違法ともいえますが、日本旅行の範囲において条例の範囲において、これを支給してありますので、ハワイも、日本もいわば外国であるという広義の解釈に基づいてハワイも、同様であるといったような見地から条例の範囲で出しておきますれば、まず妥当ではないかも知れぬが違法でもないというところにまあ問題があるわけでございます。その点は議会の招集という点もありましたので、一口私から付加えておきますがそういったような見解に立って市長の旅費を支給しておるわけでありますそれじゃなぜ臨時議会でも開いて議会の承認を得なかったか、まあ、さっき、黒潮議員からもその点質問がありましたが議会を軽視した意味でもございません。もっと具体的に申し上げますと軍の方では最初渉外の方から十六日に飛行機を出す、その次、また変更になって十三日になるというふうにきたわけでありますが、その次にまた二十七日だと、こういうようになりまして、なかなか、そこに日取りが決まらなかったとともに正式の招請状がきていないので議会を招集するにいたらなかった。正式の招請状がこないのに議会を招集するということはちょっとできないことでありますので、こちらからも一応尋ねましたら正式に向こうから招請状がきたわけであります。それが十一月の十一日になっております。

十三日が立法院議員の選挙でありますので、土曜一日しか残されていないというのでせめてそれじゃ議会招集はできないにしても、まあ市長招宴という形で非公式に議員の内諾を得たいという意味で小宴を催したのでありますが、何しろ終盤戦で追い詰められた時期でありますので、みなさんいそがしくてとても手離しのできないことは、十分わかっておりましたので、こちらとしてもそれ以上に、方法はなかったという意味において市長招宴を催したわけでございます。ところが十四人の議員の方がみえただけで全体の御了解を得られなかったことは、遺憾に思っております。そういう意味で正式の招請状がこなかったということと、それから出発の日数が今日と明日と違うというような情勢下にありましたので、みなさんの御了解を得られなかったという点については、おそまきながら、御了承願いたいと思っております

○瀬名波栄君

親善使節を兼ねて大したもんですが福祉観光関係の視察ということでございますがなるほど福祉関係、観光関係の視察、これはいいかも知れません。しかしながら沖縄における福祉観光事業というものは、いかに、おくれておるかということは、日本本土と比較すればはっきりしているわけでございます。いかにすれば、日本本土と同じ程度に引上げることができるかということが先決であって、日本本土よりもはるかに進んでいる世界でもっとも富んでおるといわれるアメリカの都市の福祉観光というものは、これは雲泥の差があるわけです。比較する方がおかしなくらいです。従って福祉観光面の視察であればむしろ日本本土の方へいくべきであり、またいかなくてもこれは、十分資料も整ってわかっている。たとえば生活保護にしましても、日本本土の場合は八割は国庫が負担し、後の二割は、県と市町村が負担している。そういった制度を沖縄にもってくるならば、沖縄の生活保護というものは、救済というものは、飛躍的に発展するということは、明らかであります。

ただ琉球政府の財政また、民政府の補助もこれが少ないために沖縄ではこれができないというだけのことなんですすべて精神衛生法を見ても法律はできたけれども財政が一つもない、そのために未だに精神病者がうろうろしている、あるいは、また精神病者の惨劇自分の叔父の頭を、まきで打って殺し、妻や子も、子供までも殺すといったそういうこともです。

（「質問ですか」と呼ぶ者あり）

すべてが琉球政府、民政府の財政の貧困からきているのです。そういったのはです。せめてわれわれは日本国民である以上日本と同じような程度せめて　そこまでは　いきたい　というのがわれわれの願いである。そういったのは当然日本の方に視察し　日本との提けいによって　これを成し遂げていくというのが当り前でこの数千倍もすぐれておる、アメリカと比較するのは余りにもけた違いだが　そういったことは十分自重してもらいたい。次に宮城議員の資格でありますが、ホノルル市長からの招請の書簡があったということでありますが、しかしこれは議会に対する書簡ではないわけであります。先ほどの諸般の報告の中にもその書簡は別に公表されていない、議会には報告されていない、であれば単なる宮城議員に対する書簡であるわけで議員費の中から出されるというふうなことは　これは由々しいことなんです、しかも対外的に行くというんであれば議会代表であるならばこれは議会の議決を得るということでなくちゃならない、その場合これは当然議会費から支出するのは当り前です。ところが宮城議員の場合は議会の議決もされてない、またホノルル市長からの書筒も議会に提出されてない、というのであれば個人的であります。個人的でなければこれは市長の随行員として市長が議員の中から選定したということにしかならないその証拠にはこれが話が出たときにすでに当局の方から議会に照会があった、何名議会代表を派遣したらいいかということについて照会があった　そのことについて各委員会にもあるいは委員長、副委員長正副議長の会合の中でもその問題が議会代表をどうするかということを論議されたこともあったわけです。

ところが全然議会が関知しない前に宮城議員が渡航するということからみましてもこれは議会代表ではないということは明らかであります。ただ市長がこれは市長の権限として議員の中から宮城議員を選定したということに過ぎないそうであるならばこれは市長個人が支出すべきだと思う市の代表として市の一員として宮城個人を選定したということであればこれは役所費から出すべきであるというふうに考えます。それが違法でも妥当でもないというふうなことはこれは理論上非常に矛盾するわけです。理論的にいうならば議会で議決されてない議会の代表ということはこれは許されないところがこれが公式に議会を代表するということであるならばこれは当然議決を得なければならない　そういう手続きも得られてないわけで議員個人の随行で市長が選定した随行員に過ぎない、従ってその費用の支出は違法である　ということは明らかだ　と思います

その点をもう一ぺん解明していただきたい　と思います。

○総務部長（崎浜国宏君）

ホノルル市長から那覇市長宛にきた文書の写しでございますが　これは　あちらの方から一九六〇年の十一月五日附できております。こちらの受付は六〇年の十一月十一日です。「ホノルル市に訪問する兼次佐一市長、提案者宮城実議員、新垣盛信秘書の三名、諸準備が整った問い合わせの人員の増員は他の関係者とのスケジュールの変更やその他の都合で今から改めることはできないことを通知するのは残念である」といったような文書が参っておったわけです。

（「これは誰あてですか」と呼ぶ者あり）

那覇市長であります。それでまずこの支出の妥当性の問題でありますけれども議員の資格はあくまでも議員の資格である　と考えます。従って結論的に支出の面においては何ら違法ではない　という見解を持っております。

それはこちらにもありますように文書の中にもありますように提案者宮城実議員としての招へいであります。

そこでもし宮城実氏が議員でなかった場合には提案者にはならないわけであります。

そういった観点からみました場合にもやはり議員であるということに変わりはないわけであります。それで出張の場合におきましても出張命令を宮城議員は正式に出しまして副議長や議長の決裁をうけております。そういった意味で出されておるのでありましてあえて議会から出すのは妥当じゃないんじゃないかということは当たらんじゃないかという見解をとっております。

○瀬名波栄君。

議員はあくまで議員であるというふうなことをいっておりますがしかし議員個人としての行動はなるほど議員としての行動かもしれませんがこれが議会代表という形でなければ議会からの支出ということは許るされないわけです、そういうような趣旨で提案者宮城実氏の招請をするんだということでこれが本会議で提示されてそして宮城議員の渡航を承認するということならば決定もあればこれは当然支出して差し支えないわけです。ところが議会にはそういう書簡はきてない、これはあくまでも市長に対してきたもんで議会にきてない、そうであるならば議会としても関知しないそういう関知しない議員の渡航を出張命令を判を捺したということは議長の手落ちだと思いますがどうですか。

○議長（高良一君）

休憩いたします。

（午後三時五十八分休憩）

○議長（高良一君）

再会いたします。ただいま定刻でありますので時間を延長いたします。

（午前四時〇分再会）

○瀬名波栄君

そういうようななれ合いというものが那覇市にはあってはならない地方自治体というものは市民に責任を負わなくちゃならないしかも市民の代表として選ばれた議会において権威ある議会においてそういうなれ合いがあるということは許されないわけです。

これは最初向こうからは議長というような話があったかもしれませんがこれは都合で行けなかったのは止むを得ない。しかし今後のことはですね市長に対してホノルル市長からの招請なんです。議会に対してはまだきてないんです。それで議長が自分の独断でもって自分自身で出張命令書を出すということは　これは大きな越権だ　それによって市民の血税が消費されるということは許るされてならないしかも予算書で特別旅費というのは本土視察の旅費だとそうであるならば本土以外の外国旅行に使うということになればこれは議会の承認がなくちゃならない　そういったことをせずにちゃんと踏むべき手続きを踏まないでなれ合いでもってまあいいだろうというふうなことでもって予算を処理するというふうなことがそこから大きな誤まりをもたらすことになるわけであります。また敗戦後の沖縄はよく「テーゲーヤサ」ということになっておりますが議会そのものがそういった「テーゲーヤサ」ということになっていったならばこれは市当局に対するしめしがつかないということになるのでございます。そういうふうなことでは市民の代表でございますとか市民の利益を守るんでございますとかいうようなことはいえない、そういったことではいけないまず自分自身をきびしく律しなければならないそうやって初めて律することができるし失態を追求する場合でも目くそ、鼻くそを笑うということになるのであります、のでそういったなれ合いというものがあっちゃならない、公明正大ガラス張りの政治というのはそこなんです、民主主義というのはそこから生まれてくる、そこでなれ合いということを一つ一つなくしていくということがこの社会を浄化していくことである。

そういう責任をわれわれは負わされているのだと思います。こういったなれ合いでやった大きな違反の事実、これは追求されなくちゃならないと思います、これは十分是正の手続きをとっていただきたいと思います。

◯議長（高良一君）

休憩致します。

（午後四時三分　休憩）

◯議長（高良一君）

再開致します。

（午後四時五分　再開）

◯黒潮隆君

先程総務部長から議員であるから議員費から出すべきだということをおっしゃっておりますが、三年前の大名旅行は役所費から出しております。

そういうことは法的にも理論上一貫してやってもらいたいと思います。

今度は議会費から…

（「前と変りません」と呼ぶ者あり）

このタクシー賃ですが市長助役三役の場合は乙地以外の旅行の場合は出せるようになっておりますが改正の条例は日本出張旅行の場合は市長並なぜ外国行く場合に市長並でありますか。

後の一点は一日のタクシー賃が一ドル五十セントとなっておりますがハワイの場合は一マイルいくらとなってますか、このタクシー賃がどのようにしてこの計算ができておりますか、この二点お願いします。

○総務課長（宮平勝哉君）

第一点の方がはっきりいたしませんが、いわゆる外国に行く場合に日本に行く場合はタクシー賃はあります。

議員も市長も、それから算定の基礎でありますが私たちも向こうに行ったこともありませんのでわかりませんが私たちの見当と致しましては一回大体五十セントぐらいであると考えてその三回分とこういうように算定しております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ほかにないようでありますから質疑打ち切り討論に入ります。

○久場景善君

条例改正の問題につきまして専決処分の本案につきましてでございますがこの問題は当局が申されておるようにほんとにこの説明にもある通り立法院議員の選挙のために非常に招集が困難であったという事実はやはり認めなければいけないと思いますし但し、黒潮議員は市会議員は立法院選挙は問題ではない、われわれ議員は市会議員の名でやるのが当然じゃないかとおっしゃっておりますが実際問題としてできなかったんです。

それを市長は前に十二日にも議員全員に対し了解を求めるために招宴をやっておりますが、その席上にもわずかの議員しかみえていないだからそうすることによって・・

（「きてないよ」と呼ぶ者あり）

（「招宴の通知は全員に出してあります」と呼ぶ者あり）

全員に当局はやっているといっているがわれわれにこなかったとうそをいう議員がおられるようです。それ結局立方院選挙に夢中になっておればこそ市会議員の職務を果していない証拠だと思います。そういうような反対のための反対をおっしゃるような市会議員はもう少し反省してもらいたい。

この問題は全員一致で承認致しまして全員議員の提案になっております。これをさらに向こうから第一回の招聘状がきて招集するいとまがなくてこういうふうになっております。まあこれには瀬名波議員がおっしゃるような意見もございましょう。

ただし、われわれは緩急のときには緩急の措置をとらなければならないそういう緩急度を瀬名波議員さんはお知りじゃないと思います。そういう意味合いからと、第一回の招聘状がきましてこれをわれわれが果さないとすれば私らの姉妹都市を結んだ面目もつぶれるじゃないかと思います。

そういう意味からこの問題につきまして私は専決処分をやってそしてこれを事後承認を求めることに対しましては何ら違法ではないということにつきましては本案を賛成する者であります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯又吉久正君

継続審議という方もおられますが私は継続審議に反対を致します。

本市と姉妹都市であるホノルル市に市長、宮城議員あるいは随行の新垣君と親善の訪問のため最小限度の経費で行かれたと、そして将来那覇市に於いて大きな成果をあげるんじゃないかということを大きく期待して本案を賛成致します。

御承知のように三名でもって千四百ドル余りしか経費はかかっていない。私はハワイに訪問するには四、五千ドルもかかるんじゃないかというふうに聞いておりますが、兼次市長の政治手腕があるために軍用機を利用する、話によると飛行機を利用するということは一人八百ドルから九百ドルもかかる、そうするとすでに二千七百ドルを市が得をしておるということになる、そういうふうにして三名でわずか千四百ドル余りの経費でもってハワイを訪問されるということは又これは大きな成果ではないかと考えます。すでに姉妹都市になってからは当然こっちから姉妹都市を申し込んだわけでありますので向こうから招聘されたらいくのは当然であります。

将来ハワイとも相当の交流もあるのだからあらゆる面において効果をあげるものと思っておりますので原案を賛成いたします。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を打ち切り採決に入ります。日程第七専決処分の報告並びに承認を求めることについて市長提出議案第六十六号につきまして原案に御賛成の方挙手をお願いします。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでございますから原案通り承認することに決します。

○議長（高良一君）

以上をもって本日の日程は終ります。引続き市長代理者からあいさつがありますので御静聴願います。

○助役（仲原英通君）

本日の会議は大へんなごやかのうちに終了していただきまして大へんありがとうございました。

○議長（高良一君）

それからちょっとお諮りしておきますが二十二日、二十三日、二十四日に長崎から議員がおみえになります。それから二十四日には鹿児島からおみえになります。それで二十五日には泊港に鹿児島の議員団がおみえになりますので、もしおひまがありましたらお出迎いをお願い致します。二十五日、二十六日は各議員の自由行動にしまして長崎、鹿児島の議員団を二十七日には那覇市議会のスケジュールでもって南部戦跡まわり及び懇談会を持ちますのでそのときは是非出席を願います。

懇談会というのは結局夕食会ということになっております。

そのときはどうですか議員全部出てもらうか、正副議長だけでやりますか。

（「正副議長だけ」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では正副議長だけでやることに致します

以上をもって第四十回臨時議会を終了致します。

ありがとうございました。

（午後四時十七分散会）
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一、出席議員（三十七名）



 
  	一    番
  	久場景善
  	二十三番
  	高良清二
 

 
  	二    番
  	平良真次郎
  	二十四番
  	糸数昌剛
 

 
  	四    番
  	比嘉佑直
  	二十五番
  	大山盛幸
 

 
  	五    番
  	赤嶺一男
  	二十六番
  	玉那覇有義
 

 
  	六    番
  	渡口政行
  	二十七番
  	辺野喜英興
 

 
  	七    番
  	森田孟松
  	二十八番
  	上原文吉
 

 
  	八    番
  	儀武息睦
  	三 十 番
  	渡口麗秀
 

 
  	九    番
  	金城武一
  	三十一番
  	宮城実
 

 
  	十    番
  	仲尾次盛夏
  	三十四番
  	具志清裕
 

 
  	十 一 番
  	高良一
  	三十五番
  	又吉久正
 

 
  	十 三 番
  	仲松庸全
  	三十六番
  	黒潮隆
 

 
  	十 四 番
  	喜久山朝重
  	三十七番
  	浦崎康華
 

 
  	十 六 番
  	石原昌進
  	三十八番
  	備瀬知良
 

 
  	十 七 番
  	金城賢勇
  	三十九番
  	新垣松助
 

 
  	十 八 番
  	玉城正次
  	四 十 番
  	金城幸信
 

 
  	二 十 番
  	宮里敏慶
  	四十一番
  	義間真祥
 

 
  	二十一番
  	瀬名波栄
  	四十二番
  	屋慶名政永
 

 
  	二十二番
  	玉井栄次
  	四十三番
  	真栄田義晃
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  	四十五番
  	普久原朝光
 





一、欠席議員（五名）



 
  	十 九 番
  	大城清徳
 

 
  	二十九番
  	比嘉朝四郎
 

 
  	三十二番
  	仲宗根梶雄
 

 
  	三十三番
  	崎山喜達
 

 
  	四十四番
  	久高友敏
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一、市当局より参与せる者の職氏名



 
  	市長職務代理者
  	仲原英通
 

 
  	助    役
 

 
  	助    役
  	義永栄善
 

 
  	総務部長
  	崎浜国宏
 

 
  	経済民生部長
  	阿波連本平
 

 
  	建設部長
  	大城竜太郎
 

 
  	庶務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	民生課長
  	伊波広定
 

 
  	建築課長
  	与世田兼正
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
 

 
  	都市計画課長
  	知念英五郎
 

 
  	企画室長
  	島袋信夫
 





一、事務局職員出席者



 
  	書  記
  	新垣襄二
 

 
  	同
  	新垣繁
 

 
  	同
  	長嶺善勇
 

 
  	同
  	徳村政保
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一、会議録署名人


 
  	一九六二年五月九日
  	
 

 
  	議長
  	高良一
 

 
  	一九六二年八月七日
  	
 

 
  	二十四番議員
  	糸数昌剛
 

 
  	一九六二年八月七日
  	
 

 
  	二十五番議員
  	大城盛幸
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